
施設基準管理担当者の育成事例
 

～ 属人性の排除と心理的安全性～



今日お話しする内容のきっかけ



よくある医事課職員の育成ラダー

窓口業務

レセプト業務

施設基準



施設基準管理のための時間
を後回しにせざる得ない状況

- 施設基準管理を行う部署を、

窓口対応やレセプト請求を行う

部署と組織的にも物理的にも

切り離した

ベテランが属人的にこなして
いるため、若手が育たない

- ラダーを作成して、毎年担当を

ローテーションするようにした
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施設基準管理業務が診療
報酬に直接結びつかない

- オープンデータで業務評価を

可視化した
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施設基準管理担当者の育成課題

1



事務部の組織

事務部長

総務室

法務室

施設管理室

保安管理室

外来支援室

地域連携室

療養福祉相談室

人事室

人材開発支援室

広報室

経営企画室

経理室

医事企画室

医事請求管理室

購買室

情報システム室

診療情報管理室

：いわゆる医事課的な部署

・基本３~５年で異動
・医事未経験でも施設基準管理の担当になる



VUCA（ブーカ）の時代

先行きが不透明で、将来の予測が困難な状態

Volatility：変動性

Uncertainty：不確実性

Complexity：複雑性

Ambiguity：曖昧性

変化が激しく、先行き不透明な現代を指して、
ビジネス界でも急速に使われるようになりました。

→自分で考え、答えを出す能力が無いと淘汰される時代

例)災害の現場、答えはない。でも判断が求められる。
未熟でも判断の根拠や思考プロセスを説明できる必要



キャリアとスキルのトレードオフ

[キャリア満足度・活性]と、[スキル・知識量]はトレードオフの関係である。ゼロサムゲームではない。

異動ローテより早く育てる（未熟でも任せる）ことで、
① わからないなりに自分の答えを探す力が身につく
② 業務の標準化、単純作業化は思考停止の習慣化に繋がる
③ キャリアとスキルの総量が最大化できる

ここでローテすべき
⇩

経験期間



施設基準管理担当者のラダー

1年目

2年目

3年目

特掲診療料
リテラシーを習得

基本診療料
自主点検等

後輩フォローや
スーパーバイズ運用改善等

施設基準管理士取得

0.5人×3人で上記のようなラダーを組み、毎年1段ずつ登っていくようにした。
また、2年目までを目安に施設基準管理士の取得を推奨した。



ラダー運用した結果

・ラダーを登らなかったのは、1年だけで、残りは

順調に登った。

・施設基準管理士は延べ７名受験して４名が合格した。
→適時調査に合わせて、院内に6名配置できる状態にしたい。

・精通者はいなくなった。
しかし、疑義は厚生局に遠慮なく聞く運用にしてカバーした。
（2020年度25件、2021年度21件、2022年度33件、2023年16件、2024年15件）

×６卓
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2
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ラダー運用した結果

施設基準届出項目数

183
275
神奈川県内５位！

令和7年2018年



同規模同機能病院とのベンチマーク



届け出ない理由・課題の抽出



まとめると

以前 ほぼ1人体制

・相談相手がいない
・後輩が育つまで異動できない
・厚生局に質問したら薮蛇かも
・院長は直に聞いてくる
・判断迷う案件が堆積する

・業務理解者がいないから評価されよう
がない

・高ストレス

現在 0.5人×複数人体制

・経験値の近い者同士、気軽に相談できる → ①心理的安全性向上
・チームとして成果が出た → ②内発的な動機付け
・日々の細かい疑問は即解決 → ③ワーキングメモリ増

業務・学習の両面で質が上がった



①心理的安全性



②内発的動機付け

外発的動機付け
お金、休暇

well-being 
向上

外発的
動機付け

インセン
ティブ etc

内発的
動機付け

心理的
安全性

ワーク エン
ゲージメント

内発的動機付け
やりがい、達成感

属人性の排除

相談できる環境

責任は上司

時限付きでの担当

試験の推奨・費用負担

成果の可視化



結 論

１．担当者が施設基準管理業務にきちんと向き合える状況にする。

２．スタッフの育成に主眼を置きながら、業務を回す仕組みをきちんと動かす。

特に人材育成領域でよく聞く、成長に関する３つの心理空間のうち、

メンバーが常にラーニングゾーンにいるかどうかのチェックは必須。

３．外部に育成カリキュラム（施設基準管理士）があれば活用する。

４．客観データでKPIを作り、評価に根拠を持ちながら業務をチェックする。



3つの心理空間

パニックゾーン
    高負荷・高ストレス
    上手くいけば成長も
    大きいがリスキー

ラーニングゾーン
    適度なチャレンジで

    自己成長が望める。

コンフォートゾーン
    快適でリスクも低いが
    成長しない。怠慢。 

ここを維持するよう
に見守り、動機づけ
ることが、マネジメ
ントの役割



診療報酬に定められている「施設基準」を正しく理解するためには、
体系的に知識を習得しなければなりません。しかし、これまで施設
基準を基礎から体系的に学ぶ場や教育機関が存在しませんでした。
そこで、2018年1月に一般社団法人日本施設基準管理士協会が、
新たな資格「施設基準管理士」を創設しました。

「施設基準管理士」は、病院が行う施設基準の届出等を総合的に
管理・運営する専門職で、日本で唯一の資格です。現在、全国の
医療機関等で1,602名の施設基準管理士が活躍しています。



https://www.shisetsukijun.org/cms/wp-
content/uploads/2023/06/5bdfdecaab8e63d612f52cadfcd44aaf.pdf



https://www.shisetsukijun.org/cms/wp-
content/uploads/2023/06/5bdfdecaab8e63d612f52cadfcd44aaf.pdf



https://www.shisetsukijun.org/cms/wp-
content/uploads/2023/06/5bdfdecaab8e63d612f52cadfcd44aaf.pdf
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